






[研究目的] 

母子相互作用の中に匂いと嗅覚が何等かの意義をもつであろうことは日常の経験から広く

納得されており、新生児の行動学的研究からも理解されている。しかしその匂い物質が如

何なる化合物かについては、これまで明瞭にはなっておらず、フェロモンに相当する物質

が指摘されるまでには至っていない。 

本研究においても、母乳のヘッドスペースならびに皮膚に接触する空気からマススペクト

ログラフィーによって、匂い物質の検出を試みた結果、多くの揮発成分を把握できたが、

匂い物質を確認することには成功していない。 

我々が作業仮説として考えているのは、遊離脂酸混合物である。特に皮脂の脂質には、イ

ソ位ならびにアンティイソ位にメチル基を有する有枝脂酸が多く、しかもこれらの有枝脂

酸は、イソ吉草酸血症の例でもあきらかなように、特有な匂いを有することが古くから知

られており、これらの複雑な混合物が、それぞれの個体の匂いのアイデンティティーとし

て、匂いによる相互作用に関連しているのではないかと考えられる。 

一方、新生児の皮膚は多量の脂質で被われており、この脂質がそれぞれの母子に特有な皮

表常在菌相によってライポリーシスを受け、遊離脂酸混合物を生成する。これがその新生

児の新生児期からのアイデンティティーになりうる可能性も考えられる。 

果たしてそのように急速に皮表で遊離脂酸が生成されるものかどうか検討してみた。 


